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・「教材研究の仕方が分からない。」

・「どうやって教材を開発しているのか知りたい。」

・「教材研究は大事だとは思うが、（自分自身の）時間が

上手に生み出せない。」

・「どうやったら子どもにとって楽しい教材が

作れるのか知りたい。」

教材研究に対する先生方の声や困り感

（事前相談や訪問等で直接先生方から聞く声より）



① 単元で育てる姿を明確にする。

② １単位時間の役割・つながりを明確にする。

③ 教材（学習内容）を吟味する。

④ １単位時間のねらいを明確にして単元を構成する。

⑤ 指導と評価の計画を立てる。

⑥ 「問い」を解決するために必要な資料等を精選する。

⑦ １単位時間の学習過程を検討する。

⑧ 一連の教材研究の在り方をチェックする。

（例）教材研究の進め方
「単元の構想」
スライドも参考
になります！



① 単元で育てる姿を明確にする。

■ 学習指導要領や学習指導要領解説を用いて確認する。

単元の終末段階までにどんな力を付けるか。

C 近現代の日本と世界
（1）近代の日本と世界

課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識を身に付けること。
(ｱ) 欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き
(ｲ) 明治維新と近代国家の形成
(ｳ) 議会政治の始まりと国際社会との関わり
(ｴ) 近代産業の発展と近代文化の形成
(ｵ) 第一次世界大戦前後の国際情勢と大衆の出現
(ｶ) 第二次世界大戦と人類への惨禍

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ) 工業化の進展と政治や社会の変化，明治政府の諸改革の目的，議会政治や外交の展開，近代化がもた

らした文化への影響，経済の変化の政治への影響，戦争に向かう時期の社会や生活の変化，世界の動き
と我が国との関連などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして，アの（ア）から（カ）までにつ
いて近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現すること。

(ｲ) 近代の日本と世界を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現すること。



② 単元で育てる姿を明確にする。

■ 学習指導要領や学習指導要領解説を用いて確認する。

それぞれの１単位時間はどのような役割をもつか。

■ 「内容のまとまり（単元）を貫く問い」を想定する。

社会的な見方・考え方を働かせて考察したり、構想したりすることができるか。

■ 教科書で取り上げられている内容を確認する。



② １単位時間の役割・つながりを明確にする。

■ 学習において取り上げる社会的事象等を検討する。

■ 「小単元を貫く問い」を想定する。

■ 「単元を貫く問い」を想定する。

■ 「１単位時間ごとの問い」を想定する。

• 教科書で取り上げる資料
• 教科書以外で必要となる資料
• 作業的で具体的な体験



児童生徒が「問い」を解決するために行う調査活動

③ 教材（学習内容）を吟味する。

文献調査

どのように教材開発を進めるか。

現地調査
聞き取り

調査



③ 教材（学習内容）を吟味する。

文献調査

 新聞

 書物

 統計資料

 HPの情報

現地調査

 地域的特色が見ら

れる地域や施設等

の見学

聞き取り調査

 社会で働く人々や

企業等に取材

A運輸の倉庫内での野菜栽培の様子 A運輸の担当の方へインタビュー



④ １単位時間のねらいを明確にして、単元を構成する。

どのように単元を構成するか。 「単元の構想」スライドも参
考になります！



⑤ 指導と評価の計画を立てる。

どんなねらいで どんな活動を
どんな方法で、
どの観点を見取るか

どのように学びを評価するか。（指導と評価の一体化）



⑥ 「問い」を解決するために必要な資料等を精選する。

【1】調査活動を通して
○野外調査活動
・調査の観点（数，量，配置等）に基づいて，現地の様子や実物を観察し情報を集める。
・景観のスケッチや写真撮影等を通して観察し，情報を集める。
・地図を現地に持って行き，現地との対応関係を観察し，情報を集める。
○社会調査活動
・行政機関や事業者，地域住民等を対象に聞き取り調査，アンケート調査などを行い，情報を集める。
【2】諸資料を通して
○資料の種類
・地図（様々な種類の地図）や地球儀から，位置関係や形状，分布，面積，記載内容などの情報を集める。
・年表から，出来事やその時期，推移などの情報を集める。
・統計( 表やグラフ）から傾向や変化などの情報を集める。
・新聞，図書や文書，音声，画像（動画，静止画），現物資料などから様々な情報を集める。

（例）情報を収集する技能 社会的な見方・考え方を働かせて課題(問い)
に取り組むことができる資料か。

平成29年告示 小（中）学校学習指導要領解説社会編 参考資料より

どのような資料等から学びを進めるか。



⑦ １単位時間の学習過程を明確にする。

単元の目標・学習過程

本時の目標を明確にする

本時の終末段階の姿を明確にする

本時の「問い」

学習前の
児童生徒の意識

「問い」を解決するための活動

• 見学調査
• 資料等からの追究
• 仲間と議論
• 社会で働く人々への聞き取り調査
• 体験的な活動 等

「深い学び」につなげる教師の発問

想定される
児童生徒の姿

ねらいの到達に向けた
指導・援助

どのような資料等から学びを進めるか。



⑧ 一連の教材研究の在り方をチェックする。

 育てたい資質・能力は明確となっているか。また、学習の展開が
結び付いているか。

 単元の問いと１単位時間の学習が結び付いているか。
 「なぜ」「どのように」等、児童生徒の問いが反映されているか。
 児童生徒の目線から学習の展開が想定されているか。
 児童生徒にとって、実感的に学ぶことができる教材の取り上げ方

となっているか。
 児童生徒のつまずきに対して、具体的な支援が想定されているか。
 児童生徒自身が自らの学びの見通しをもったり、調整したりする

場が位置付いているか。
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